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日経キャリアマガジン「価値ある大学2022-2023 就職力ランキング」
小規模大学ランキングで北海道科学大学が全国6位に。

7月30日（土）・31日（日）対面型オープンキャンパスを開催しました。
　7月30日（土）・31日（日）の2日間、対面型のオープンキャンパス
を開催しました。連日1,000名を超える多くの高校生や保護者の皆
さんにご参加いただきました。
　学科プログラムでは、各学科の特徴を活かした体験や実習、施設
のツアーを行いました。プロジェクトスキルブースでは、授業の一環
として学生が大学の魅力発信のために考案したスタンプラリーや
ボートゲームを楽しむ高校生の姿がありました。
　また、全国4大学の学生が参加する産学連携企画「リポキャン！」
では、高校生をターゲットにしたリポビタンDの飲料促進企画を、学
生たちが来場者の目の前でプレゼンテーションを行いました。他に
もキャンパスツアーや学食体験、T型フォードの乗車体験など、さま
ざまなプログラムを実施しました。最後はYOSAKOIソーラン部の
演舞とともに送迎バスを見送りました。次回のご参加もスタッフ一
同、お待ちしております！

　日本経済新聞社と日経HRによる「企業人事担当者
から見た大学イメージ調査」の小規模大学ランキング
部門（入学定員が1,500人以下の大学を対象）におい
て、本学が全国6位に選出されました。北海道内の大
学では本学がNo.1となります。
　本調査は、日経HRと日本経済新聞社が毎年行って
いるもので、上場企業と有力な非上場企業の人事担当
者に、採用した「学生のイメージ」や「大学の取り組み」
などについて尋ね、結果を基にさまざまなランキング
が発表されています。

法人創立100周年記念事業寄付金ご協力のお願い
　2024年に予定している法人創立100周年記念事業では、本
法人が今後目指す「次の100年」を社会に発信するべく、多くの
方の想いが反映されるよう諸事業の展開を計画しています。つ
きましては、諸事ご多端の折、誠に恐縮に存じますが、寄付の趣
旨にご賛同していただき、卒業生、保護者、地域社会の皆様から
のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

募集の対象
個人の方

「一般有志・卒業生・保護者・教職員」

1口につき5千円

法人の方
「企業・団体」

1口につき5万円

募集期間 2021年6月1日～2025年3月31日

寄付の詳細につきましては、法人創立100周年記念事業寄付金サイトにてご確認ください。

https://ed.hus.ac.jp/100th/donation/法人創立100周年記念事業寄付金サイト▶

こちらからも
ご確認

いただけます

011-688-7639

※本誌作成にあたっては、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で取材・撮影を実施しております。

出典：日経HR『日経キャリアマガジン 価値ある大学2022-2023 就職力ランキング』

小規模大学ランキング 

［総合］

6位

側面別
［知力・学力］

2位 7位

側面別
［行動力］

機械工学科 / 情報工学科 / 電気電子工学科
建築学科 / 都市環境学科

●工学部

メディアデザイン学科 / 人間社会学科
●未来デザイン学部

薬学科
●薬学部

看護学科 / 理学療法学科 / 義肢装具学科
臨床工学科 / 診療放射線学科

●保健医療学部
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さぁ、先へすすもう。

その先へ。

理学療法学科と義肢装具学科のタッグ講義

産学連携企画「リポキャン！」 YOSAKOIソーラン部の演舞とともにお見送り
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研究室から
卒業生訪問
学科だより
活躍する学生たち
法人創立100周年記念事業紹介
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2022年4月、北海道科学大学第11代学長に就任した川上敬先生。
本学の教員として、20年以上もの間教壇に立ち、
AIや人工知能の研究に従事してきました。
今回のニュースレターでは新学長にスポットを当て紹介します。
自らを凡庸としながらも、目の前にあるものを
糧にし続けてきたという川上学長。
「先を見通し、学び続ける姿勢を」という学生へのメッセージは、
予測不可能なこの時代を生きる、全ての人に通じます。
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　大学院を修了後、東京の企業に就職し
て研究開発に携わりました。大学院時代
の研究は制約を受けないぶんハードでプ
レッシャーも強く、全てをやり尽くした思
いで就職しましたが、数年後には、もう一
度あのアカデミックな空間で自由に研究
に打ち込みたい…そう思っていた矢先
に、かつての指導教授から教職の話が舞
い込んできたのです。
　教員になることを決めた時、その教授
から「目の前にいる学生の人生を、壊すの
も簡単だからな」とはっきり言われまし
た。「お前が手を抜けば、その若者の人生
を壊すことになる。一方で、手を尽くして
誠心誠意向き合えば、その若者の人生を
幸せにできる。その重要な時間をもらっ
ているんだ」。教員のやりがいも、責任も、
面白さも、全てを含んだ恩師の言葉は、そ
の時から今も自分の根底にあり続けてい
ます。正解のない仕事ですが、自分にでき
るのは学生と徹底的に向き合うこと。そ
ういう思いで教員になり、今に至ります。

　本学に入職してから約25年になりま
すが、この間に、人生を変えるほどの出来
事がありました。それが、ベルギー・ブ
リュッセル自由大学への研究留学です。
2007年に客員研究員として、AIの世界
的権威のもとで1年間、研究活動を行い
ました。全く違う文化の中に身を置き、未
知の世界に次 と々触れていく体験には、
何年分もの価値と密度がありました。と
にかく自分のやりたい研究に没頭した毎
日で、帰国してからは無性に仕事がしたく
なったことを覚えています。帰国後、自分
の教え子たちの職場訪問に積極的に出
向き、その結果、新たな共同研究が始
まったり、オープンキャンパスの演出を大
胆に改善したり、思いついたことはどんど
ん実行しました。40代での留学経験は、
その後の仕事に取り組む姿勢を変える
大きな契機になりました。

　来春、系列校の北海道科学大学高校
が大学と同じ手稲前田キャンパスに移転
してきます。高校移転は私たちにとって、と
てつもなく大きな起爆剤になると考えて
います。キャンパス内で高校生と大学生の
“科”学反応を起こすために、ハード面では
現在の図書館を100周年記念会館に改
修し、それぞれがオープンに活用できる場
を設けます。学びの面では、高大で単位を
相互認定するコンカレントプログラムを導
入します。環境や制度の整備はもちろん、
私が最も期待しているのが、「学び」の
フィールドで、高校生と大学生一人一人
の中に思わぬ相乗効果が生まれること。
お互いの存在が刺激になり意識が変化す
ることで、高校生と大学生の新しいプロ
ジェクトが誕生するかもしれない、そんな
“科”学反応を楽しみにしています。

　予測不可能な時代を生きる学生の皆
さんに伝えたいことは、「ビヨンドの意識」
を持つことです。就職した後、どう活躍し
ていきたいのか。取得した資格を、どう生
かしたいのか。常にその先に意識を向け、
社会にどう必要とされたいのかを考えて
ください。また、激変する時代の中では、そ
の時 で々必要となる知識が変わります。だ
からこそ「学び続ける力」が必要です。
　与えられたことを行うだけではなく、与
えられたことの先に何があるのか、意識
をアクティブにすることで世界は大きく広
がります。より遠くを見据えるビヨンドの
意識と日々学び続ける力を身につけ、自ら
の未来を切り開いていきましょう。

1963年 北海道生まれ
1986年 北海道大学 工学部精密工学科 卒業
1988年 北海道大学 大学院
 工学研究科精密工学専攻 修士課程 修了
1988年 凸版印刷株式会社入社
1990年 北海道女子短期大学　講師
1996年 北海道大学 大学院 工学研究科情報工学専攻
 博士後期課程 修了 博士（工学）
1998年 北海道工業大学 助教授
2007年 ベルギーブリュッセル自由大学 客員研究員
2008年 北海道工業大学 教授
2018年 北海道科学大学 副学長
2022年 北海道科学大学 学長

Profile

　浦河町の生まれで、3歳の頃、両親と共
に札幌に引っ越してきました。大学時代
は凡庸な学生で、強みや得意なことがあ
る周りの仲間たちと比べて“ラベルのない
自分”に悩む時期もありました。しかし、何
かひとつに偏らない代わりに、「自分の手
に届く範囲のことは一生懸命取り組も
う」と目の前にあるものは、選ばず、断ら
ず、何でも糧にする。経験することは、どん
なに小さくてもプラスになります。ゼロに
も、ましてやマイナスにはならない。そうし
て前へ前へ進むごとに、目の前に広がる
景色が変わっていきました。

…and more

Society5.0時代に対応

基礎学力の向上を図る

卒業後3年間、
ゼミ担当教員が
卒業生をサポート

+3年ケア
プロジェクト

HUS
リンクス

データ
サイエンス
教育

HUS
スタンダード
（リメディアル教育）

導入

全学展開

高大接続

予測不可能な時代を
生き抜くための、

「教育改革」
推進中

PickUp

Anatomia新学長アナトミア

最近嬉しかったことは、ゼミの卒
業生が学長就任祝いをしてくれ
たこと。机に置かれたボトルシップ
は、卒業生たちからのプレゼント。
「何を贈ろうかと考えてくれた気
持ちがすごく嬉しい」とのこと。

ラベルのない自分

恩師の強烈な一言

人生が一変した、ベルギー留学

学生と生徒の“科”学反応

Beyondの意識

川上 敬 かわかみ  たかし
大学外観 研究室

世界遺産グラン・プラスベルギービアウィークエンド

Be ondの意識と、学び続ける  力を身につけ、自らの未来を切り開こう
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　6月18日（土）、第55回体育祭を開催しました。開会式では、佐藤隆司学生支
援センター長と体育祭実行委員長の井口朗真さん（都市環境学科4年）から挨拶
があり、3on3バスケ、バレーボール、ドッヂビー、モルック、ソフトボール、
e-sportsの6種目の競技を行いました。井口実行委員長からは、「3年ぶりの開
催で、分からないことの方が多く、自分の感覚を頼りに頑張りました。運営側も、
参加する学生たちも、どちらもみんなが楽しめる大会にしたい」と意気込みが語
られました。
　参加学生からは「体育祭に初めて参加しました。自分も楽しかったし、参加してい
るみんなも楽しそうだった。」「学科の有志でバレーボールに参加。週1で練習しまし
たが惜しくも準優勝…！」など、当日はもちろん、体育祭が始まる前から開催を楽し
みにしている様子がうかがえました。
　実行委員の皆さん、参加された皆さん、教職員の皆さん、お疲れ様でした！

　7月17日（日）、第31回「ていね夏あかり」を開催予定でした
が、悪天候のため、当日の正午に中止が発表されました。コロナ
禍で一昨年は中止、昨年は無観客でのライブ配信、今年は待ち
に待った有観客での実施を予定していましたが大変残念な結
果になりました。しかし、「ていねの夏の風物詩を対面再開させ
たい」という想いが消えることはありません。準備を進めてきた
大学スタッフの皆さんにお話を伺いました。

　中止の決定は断腸の思いでした。雨の中、灯されない門型
（ちょうちんを飾る枠組み）を見ていると悔しくて言葉が見つか
りませんでした。3年ぶりの有観客開催に向けて、全員が一丸
となってこの日を迎えました。当日は、手稲の小学校全16校、
児童会館9館ほか、地域の方々、学生たちなどが作った、約5,800個ものちょうちんが灯る
はずでした。子どもたちのちょうちんを灯すことなく自宅に持ち帰ってもらうのは非常に心
残りですが、一生懸命制作したちょうちんを小学校の体育館で点灯したい、自宅で灯した
いなどの声もあり、「世界でたったひとつのちょうちん」を制作したことは各々の良い思い
出になったのではと感じます。また、会場設営などを担う地元有志の集まり「ていね夏あ 
かりサポーター」に、今年は53名もの応募があり、ていね夏あかりを支えたい、盛り上げた
いという皆さんの強いエネルギーを感じました。この悔しさを来年は、倍返ししたいです。

　4月17日（日）9時から、春の恒例、町内会と
合同の大学周辺ゴミ拾いを行いました。このゴ
ミ拾いは、1988年に武道系クラブと全学応援

団が大学周辺地域に対する奉仕活動として始めたものです。現在は、協学会・ボラ
ンティア局・体育局・文化局が中心となり本学の全クラブ学生の他、学生・教職員
も参加して毎年行われており、今年で35回目を迎えました。少し風の冷たい日と
なりましたが、学生たちは軍手とゴミ袋を手に、通学路や公園、河川敷などを中心
に町内会の方 と々ともにゴミ拾いを行いました。

　毎年恒例の100円朝食キャ
ンペーンを実施しました。「100
円朝食キャンペーン」は自分自身
の健康を維持し、食生活のみだれ
（偏食・欠食）を改善することを目的に、2010年度から北海道科学大学学生医
療互助会の提供で始めたものです。今年の５月にはLAWSONの朝食セットの販
売を実施、7月には2019年１０月以来、約3年ぶりに学生食堂で実施しました。

食生活改善の
きっかけに！

モルック e-spo
rts

約430名が参加！

学生・教職員
約280名が参加！

感染対策
も

しっかり
と！

SH
IN

-CAM
PU

S LIFE

REport
　長引くコロナ禍の影響で、昨年、一昨年と、多くの大学行事が中止や延期
を余儀なくされてきましたが、今年は3年ぶりに学生たちの笑顔がキャン
パスに戻ってきました。本学では、学生同士の親交を深めるイベントはも
ちろん、地域住民の方々とともに実施する恒例行事もあり、地域交流が再
開されたことも学内の活気につながっています。どのイベントにも溢れて
いたのは、楽しそうな学生たちの笑顔。
　戻ってきたキャンパスライフをレポートします。

3年ぶりの学生活動に密着！特集

大学周辺
ゴミ拾い
実施！

100円朝食
キャンペーン
スタート！

ドッヂビ
ー

ソフトディスクを使う
ドッヂボール

フィンランド生まれの
誰もが気軽に楽しめる競技

大教室のスクリーンで大迫力の
ゲーム対戦

　谷口ゼミでは、会場内に設置された2塔のちょうちんタ
ワーのデザインや会場レイアウトなどを担当しました。2
つのタワーは希望を象徴する赤と、医療従事者への感謝
を込めた青の2色で彩り、また今年は「花畑」をテーマに、
3色の置きちょうちんを、光のつながりを意識しながら並
べることを考えていました。デザインにこだわるほど、成
功した時の達成感は特別なものになるはず。後輩には今
年の中止にめげず、来年も真剣に楽しんでほしいです！

建築学専攻（修士）2年 吉田脩人さん

園部さん　地元が手稲なので、小学
生の頃に実際にちょうちんを作って
いて、今回母校に教えに行くことがで
き、とても感慨深かったです。僕自身
夏あかりには、「ちょうちんのあかりの
中に、たくさんの人の笑顔がある」という思い出があっ
て、みんなの心の中に“そういう景色を作るお祭り”な
のだと思っています。いつか自分の子どもと一緒に夏
あかりを見る日が来ることを楽しみにしています。

青木さん　ちょうちん制作に使う材料の調達や配付
のほか、小学校や児童会館にちょうちんの作り方を教

えに行きました。みんなに「先生！」なんて呼ばれると嬉しくて、子どもたちと温かな交流を持てました。地域
密着型のイベントなので、地元の方や区役所の方との関わりも多く、コミュニケーション力も磨かれまし
た。濱谷ゼミ生として深く関わることで良さを実感できましたし、今後もずっと続いてほしいです。

人間社会学科4年
園部 達也さん（左）、青木 拓夢さん（右）

春の恒
例行事！

早起きし
て健康

生活！

3on3バ
スケ走れ！飛

べ！闘え
！

第55回

体育祭
開催！

バレーボ
ール

ソフトボ
ール

ていね夏あかり
第31回

残念ながら雨天中止に

谷口ゼミ生
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濱谷ゼミ生

雨に泣い
た今年

灯せなか
った想い

とあかり
を

来年につ
なぐ

来年こそは、ちょうちんを灯し、地
域の皆さんの交流の場になること
を願っています！

昨年の点灯のようす
実行委員長／人間社会学科 濱谷 雅弘 教授

寂しそうに見つめる濱谷先生
ちょうちんの灯らない門型を



▲インソールの製作を通し、ラグビーチーム 
NTTドコモレッドハリケーンズ大阪とパート
ナー契約を結んでいるほか、サッカー 松本光
平選手、パラリンピック競泳 西田杏選手、愛
媛マンダリンパイレーツ 河野翔太選手など、
多くの団体・個人をサポート。

見て学ぶのが得意な日本の学生に向けて、

本人作のイラストを使った分かりやすい授業を実践！

先生の研
究を

のぞいて
みよう！

研 究 室
か ら

英語を好きになるきっかけになる！
先生のユニークなキャラクターが、

全学共通教育部　言語文化教育グループ

ロバート・オルソン 准教授

は皆さんにまず、英語を好きになっても
らうことを目標にしています。そのために

学生たちに「まずは1ヶ月頑張ってみて」と話し
ています。英文法は難しくて大変（私も分からな
い…！笑）ですが、英会話はずっと簡単で、英文
法が分からなくたってすぐに話せるようになりま
す。大切なのは「完璧な英語なんてない」という
こと。完璧を目指すのではなく、前よりも少しず
つ上手になることを目標に、1か月、また次の1か
月と取り組むうちに、だんだんと上達していくは
ずです。
　もうひとつ大切なことは「間違いを恐れない」
こと。日本人はマルかバツかで考えることが多
く、自分自身にプレッシャーを与えているように
思います。考え方の違いがあるかもしれません
が、会話にマル・バツはありません。私も日本語
を間違えることがあります。ときどき学生に「本
当に日本に30年住んでいるの？」と聞かれます
が（笑）、私はそこで“恥ずかしい”ではなく、間違
えた時は“助けてほしい”と伝えています。

私

東京都出身。東京都立豊多摩高校卒業。北科大の前身となる、北海道工業
大学 医療工学部 義肢装具学専攻を2014年3月に卒業。2021年12月 株
式会社ADAPTを設立。本学を卒業した義肢装具士として初めての独立開
業。主な業務内容は、インソールを中心とした義肢装具製作のほか、アスリー
トのサポート、健康経営など。2022年春から本学の客員准教授として在籍。

File.8

PROFILE

株式会社ADAPT
代表取締役

須藤 佑介 氏
すどう　　　　ゆうすけ

先輩の大学時代と
これからを聞く

卒業生インタビュー

自
ら
開
拓
す
る
の
は
、

義
肢
装
具
士
の
ま
だ
見
ぬ
可
能
性
。

　授業では、自分で書いたイラストをたくさん
使っています。アメリカ人は聞いて学びますが、
日本人は見て学ぶことがとても得意。例えば
haveという動詞には「持っている／飼っている
／いる」などの意味がありますが、言葉で伝える
だけではなく、「犬を飼っている絵」や「弟がいる
絵」があるとインパクトがあり、「目で見る」こと
で、ずっと理解が深まります。特に、最近はコロナ
禍でオンライン授業が増えているため、パソコン
の画面越しでも関心を持ってもらえるように、ア
ニメーション作りにも力を入れています。
　私はPragmatics＝「語用論」と呼ばれる、日
常生活での動詞の使われ方について研究してい

ます。これまでの経験を通して、日本人は、英文
法が得意で語彙も豊富ですが動詞が弱いと感
じています。北科大には多くの学科があり、例え
ば同じ医療用語の説明でも、看護学科と義肢装
具学科のそれぞれに適した動詞の使い方を教
えたいと思っています。
　そのためにも、まずは英語を好きになってもら
うこと、一人一人の学生の興味とやる気に合わ
せた授業を作っていくことが大切だと考えてい
ます。もちろん更に深く学びたい学生にはハイレ
ベルな英語を教えていきたいと考えています。
　英語での表現が分からない時には日本語で
話しをしてOKと伝えています。私は学生にその
日本語での表現にふさわしい英語を選んで教え
ます。「こういう時の表現が知りたい」と思って話
すことや、コミュニケーションをとろうとする姿
勢が大切です。そこには相手に伝えたいという
気持ちがあります。私は日本語で話すことが苦
手ですが、それでも、学生たちは私が話すことの
意味を分かってくれます。それがコミュニケー
ション。失敗を恐れて内気にならず、積極的に、
まずは1ヶ月間授業に出てみませんか？私と一
緒に英語をたくさん話しましょう！

高校3年の3月。滑り込むように決めた大学進学と、
義肢装具士への道。

業界最大手の川村義肢株式会社へ。
働く中で気付いたのが「インソールの重要性」。

スポーツ、商品開発、ヘルスケア。
義肢装具士の可能性を開拓する。

好きなことは、手稲、イラスト、
スキューバーダイビング、冒険etc。
いろいろなことへの関心が、
先生の魅力につながっているのかも。

お似合いのハットは、
警察官だったという
父親からのプレゼント。

珈琲同好会の顧問なのに、
冷蔵庫に大量のコーラが…!?

某会員制
小売チェーンのファン。
アメリカンサイズマフィン！

道内大学勤務を経て、
2021年春から北科大に在籍

“2年間”の滞在予定が
気づけば30年…！ 北海道が大好き！

アメリカのミシガン州出身。
日本に来る前は
小学校の教員でした。
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2022年4月、新たに着任された佐藤孝政助教に、
大学生活を振り返っていただきました。

工学部 電気電子工学科

工学部 建築学科

北海道科学大学の13学科から、今回は下記の5学科にスポットを当てて、学科の最新ニュースをお届けします。

電気電子工学科 理学療法学科 メディアデザイン学科建築学科 薬学科今回は、 の5学科を紹介！

学科
の注
目は
コレ！

さとう たかまさ

かもしだ まみこ

薬学部 薬学科

　2021年度、3月25日（金）～28日（月）にかけて、日本薬学会第142年会が
オンライン開催されました。本学薬学科5年生の安田実央さん（現6年生）は、
演題名「FRET現象を応用した肺投与型リポソーム製剤の体内挙動の評価法
に関する検討」で口頭発表を行い、学生優秀発表賞を受賞しました。本研究で
は、リポソーム製剤を肺に直接投与した際の肺内挙動をより正確に評価可能
な、FRET（Förster Resonance Energy Transfer）現象を応用した技法
を確立しました。リポソームは、薬物を効率的かつ選択的に体の中の病巣に届
けるためのドラッグデリバリーシステム（DDS）に用いられます。本研究で構築
した評価法を用いることで、更なるDDS製剤の開発が期待されます。今回の
受賞は、高い学術的な内容とテーマへの真摯な取り組みが評価されました。
　本研究は、本学のCRILS（北の大地ライフサイエンス創生研究所）の研究の
一環として遂行されました。また、本発表内容は、本学開学50周年事業の寄
付金を原資とした奨学金である「個の力奨学金」の専門性深化コースの2020
年度及び2021年度の採択課題を中心にまとめたものです。

日本薬学会 第142年会一般学術口頭発表において薬学科の学生が表彰されました。

保健医療学部 理学療法学科

　鴨志田講師に、科研費採択テーマについて伺いました。
　「高齢者施設における災害時の避難方法や避難介助について研究を
始め、5年ほど経ちました。特に夜間、施設職員が少ない時間帯に災害が
発生し停電となった施設内で、介助を要する高齢者の方を上の階に避難
させる方法を研究しています。今まで人力介助による避難方法（写真）を
検討してきましたが、介助者の年齢や体力により繰り返すことに限界があ
るため、避難方法の選択肢の1つとしてバッテリー駆動式の避難機器の
開発を進めたいと考え、その内容が今年科研費に採択されました。
　今回は福祉機器と避難機器を区別し、“速さ”を追求して現有の避難機
器では助けられない命を助けたいと考えて開発を目指します。
　避難機器の作成は協力していただく企業と相談して進めていますが、
避難工程において一定時間を要するのが、対象者が避難機器へ乗り移
るための介助です。理学療法士として、乗り移りの介助がしやすい避難機
器であること、かつ避難時間を短縮することを目標に研究・開発を行って
いきます。」

鴨志田麻実子講師の研究が2022年度科研費に採択されました。

　メディアデザイン学科の学生はクリエイティブ業界での活躍を目指して、課外活動を活発に行っています。その
中で、札幌市に関わるロゴデザインコンペにおいて最優秀賞を受賞した2名を紹介します。
　一人目は、2年生の齊藤郁彌さんです。倉本浩平准教授のもと学内有志で結成された札幌市西区の区制50周
年を記念するロゴデザインプロジェクトに参加。提案された7つのデザイン案のうち、「50の形をしたリボンに三角
山が巻かれている」デザイン案が市民投票により最優秀賞に選ばれました。
　二人目は、3年生の藤島悠太郎さんです。個人で学外コンペに挑みました。札幌市とドイツ・ミュンヘン市の姉妹
都市提携50周年を記念するロゴデザインで最優秀賞。加えて、札幌市平和都市宣言30周年を記念するロゴデザ
インで入選しました。「デザインモチーフや配色など事前リサーチを念入りに行った」提案とのこと。表彰式では「実
際にデザインを喜んでくれる人たちの存在に触れ、とても嬉しかった」と話してくれました。ニュースを知った同級生
も藤島くんの努力を拍手で称えました。

未来デザイン学部 メディアデザイン学科

札幌市のデザインコンペで最優秀賞を連続受賞！

開設50周年記念事業を実施。
9月には本学を会場に、日本建築学会大会を開催。

▲大学院に在籍中、イギリスの国際学会に参加した佐藤先生。

　私にとって大学生活は「はじめて」の経験の連続でした。大学進学に伴い
地元を離れ、はじめて北見に降り立った日のことは今でも忘れられません。
はじめての1人暮らしをスタートして、一から大学の友達や先生との人間関
係を構築していき、北海道のはじめての場所へ遊びに行き、テスト前は時間
を気にすることなく友達と各々の得意分野で教え合い、研究室のメンバーと
遅くまで研究をやりながら話し込んだ日々は今でも宝物です。
　学生時代に経験した「はじめて」の中でも、最も大きな影響を与えたのは
国際学会だと思います。私は大学院博士前期課程2年生のときにイギリス
で発表をする機会を掴み取ることができました。そこで、はじめて目の当たり
にする同世代の海外学生の熱意や質問する姿に圧倒されたのを今でも覚
えています。
　大学はたくさんの「はじめて」に触れられるチャンスが眠っています。学生
がそのチャンスにたくさん巡り合えるような教育環境を意識して、指導にあ
たっていきたいと思います。

　また本学を会場に、会員数約3万6千人を擁する、日本建築学会の2022年度大会を、9月5日（月）～8日（木）の4日間開催します。大会テーマは「描
く」です。北海道地区での開催は9年ぶり、本学での開催は、北海道工業大学時代の1978年開催以来44年ぶりとなります。
　新型コロナウイルス感染症により、学術講演会、デザイン発表会は会場を使用しないオンライン開催となりますが、研究集会やパネルディスカッ
ションはパネリストのみ来場いただき熱い議論をライブ配信する、ハイブリット開催を計画しています。

　1972年4月に開設された建築工学科は、大学の改組改変による学科名の変更（建
築学科へ改名）を経ながら、これまで5,996名（2022年3月末現在）の優秀な卒業生
を輩出し、2022年4月に50周年を迎えました。この50年間、学生・卒業生及び学科
教員の相互交流により展開してきました。その軌跡をたどりながら、学科のさらなる発
展に向けて総意を結集し、卒業生と在学生との活発な交流を図るとともに、学外や地
域に対して北海道科学大学建築学科の存在をアピールし、新たな息吹を見出すため、
建築学科開設50周年記念事業を実施します。主な事業は以下の通りです。

建築学科開設50周年の主な事業企画

※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催・発行を変更する場合があります。

開設50周年記念フォーラム 2022年11月26日（土）
開設50周年記念祝賀会 2022年11月26日（土）
学生対象 建築設計デザインコンペティション
 （作品募集中、2022年9月審査予定）
学生とOB･OGの建築見学会 （未定）
学科展及びOB・OG技術・設計展 2022年10月、11月
OB・OGゴルフコンペ 2022年9月18日（日）
開設50周年記念誌発行 2022年11月発行

1

2

3

4

5

6

7

▲学生優秀発表賞を受賞した安田さん（中央）と、
　指導教員の丁野教授（左）、戸上准教授（右）。

▲25周年記念事業の様子。

さいとう ふみや

ふじしま ゆうたろう

▲札幌市西区の区制50周年を記念するロ
ゴデザインプロジェクトで最優秀賞に選ば
れた2年生の齊藤さんの作品（上）と、その
他の案。

◀ドイツ・ミュンヘン市の姉妹都市
提携50周年を記念するロゴデザイ
ンで最優秀賞に選ばれた3年生の
藤島さん。

やすだ みお
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リコーダー部

活躍する学生たち

てしま ゆきの

DATA

ひとりでも♪みんなでも♪

　リコーダー部は、2017年に同好会を結成、2018年に部活動になっ
た比較的新しい団体で、男女比は3：2でやや女子部員が多い構成です。
私自身、入部するまでは小・中学生の頃に授業で習ったソプラノリコー
ダー、アルトリコーダーしか知らなかったのですが、大学に入学後、新入
生向けのクラブ勧誘イベントで、先輩たちがリコーダーを演奏している
姿にすっかり魅せられてしまって。色々な種類のリコーダーが奏でる音
の幅や広がり、演奏する曲でも音の聞こえ方が違って、「自分でもやって
みたい！」と思ったのが入部のきっかけです。
　リコーダーには、手のひらサイズのクライネソプラニーノから長さが
2mにもなるコントラバスまで8種類あり、私たちの部では、ソプラニー
ノ、ソプラノ、アルト、テナー、バスの5種類を主に使用しています。演奏す
る曲は、G線上のアリア、ジュピター、ジブリの曲、星野源さんの恋…な
ど、クラシック、ポップス問わず幅広く演奏しています。
　コロナ禍でこの2年間はほとんど演奏活動ができませんでしたが、状
況が緩和してきた今年は、大学祭でのステージ発表や入学式、クラブ
勧誘イベントなど、学内での活動を再開させていきたいと思っていま
す。また、学外活動としては、リコーダーコンテストで全道、全国大会を
目指したいという大きな夢もあります。
　リコーダー部では、部員を募集しています！みんなで練習して、毎年、大学祭のステージ発表に全員で出ることを目標にしています。楽器がない方
には貸し出しもできます。興味のある方はぜひ部室まで、お待ちしています！

　学校法人北海道科学大学は創立100周
年記念事業の一環として、2023年3月に図
書館を「100周年記念会館」として全面リ
ニューアルします。
　利用者の皆さんから親しみを持ってもら
うことを目的に、100周年記念会館の愛称
を、在学生から募集しました。募集は2022
年5月6日（金）～6月30日（木）に行われ、
293件の応募がありました。愛称発表は、
2022年9月24日（土）・25日（日）に実施
する大学祭で行う予定です。

　このプロジェクトでは、100周
年を迎える2024年までに、前
田キャンパス内に桜を100本植
樹し、桜並木を作ることを目指し
ています。植樹した桜が今年も
きれいに咲きました。「桜マップ」
でキャンパス内に植樹された桜
の場所を確認することがきます。

何種類もの音が奏でる、音色の広がり、奥行き。リコーダーの感動をみんなで一緒に！

部長の手島さんに伺いました！

手島 柚希乃さん（薬学科4年）

12名

カントリーロード

耳に心地よく響く、美しい音色、豊かなハーモニー。
一説には、「鳥のさえずり」が語源とも言われているリコーダー。
今回はリコーダー部の皆さんに、その魅力を伺いました。
誰もが始められて、どこまでも極められる、
そんな奥深いリコーダーの世界へ、ようこそ。
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〈 部 長 〉

〈 部 員 数 〉

〈 得 意 曲 〉

左から順に、ソプラニーノ、ソ
プラノ、アルト、テナー、バス。
このほか、クライネソプラ
ニーノ、グレートバス、コント
ラバスを含めてリコーダー
は8種類あります。

ソプラノ担当／部長の手島さん

アルト担当／中村晏慈さん（診療放射線学科1年）
「中学の頃リコーダー部で、もう一度始めたく、リコー
ダー部のある大学を探しました。一般的なリコーダー
はプラスチック管ですが木管もあるんです。木の音色
が心地よくて、ずっと聞いていられます。」

テナー担当／鈴木由佳さん
（薬学科4年）
「大学に入学してからリコー
ダーを始めました。その日の
気温や息の量で、音の高さや
低さが変わってくるので、そ
こが難しく面白いところ。クラ
シックから流行りの曲まで何
でもできるのも楽しいです。」

バス担当／齊藤嘉徹さん（薬学科4年）
「中学3年間、リコーダー部に所属して
いて、大学で再開しました。高い音から
低い音まで重なり合うのがリコーダー
の魅力。バスは最初、低音を出すのが難
しいですが、初心者でも慣れればスムー
ズに弾けるはず！」

▲

　学校法人北海道科学大学は2024年に創立100周年を迎えます。本法人は「2024年までに基盤能力と専門性を併せ
持つ人材を育成し、地域と共に発展・成長する北海道No.1の実学系総合大学を実現すること」を100周年のブランドビ
ジョンとして掲げており、その実現に向けて、これまで大学の統合、改組、再編などの大学改革を実施してきました。
　2024年を2年後という間近に控えた今、100周年に向けた私たちのアクションはさらに高まりを見せています。今回の
ニュースレターではその一部をご紹介します。

Acti ons !  for  the  1 0 0th  Ann iversary

Acti ons !  for  the  1 0 0th  Ann iversary

Actions! for the 100th Anniversary

新たな時代の幕開けに向けて

HUS周年への道100

桜マップはこちらから！

春 夏
秋 冬

リニューアル後の館内イメージ

桜並木プロジェクト

100周年記念会館愛称募集

四季イベントから「春の催し」をpickup！

HUSキャンパスイルミネーション

ていね夏あかり

HUSpectacle - 手稲山の日

桜
並
木

プ
ロ
ジェク
ト

100周年
記念会館
愛称募集

Alto

Sopranino

Soprano

Tenor

Bass




